
酒米研究会会則 

平成 ８年５月１６日 制  定 

平成 ９年５月１５日 一部改正 

平成２２年５月２５日 一部改正 

平成２８年５月２５日 一部改正 

令和 ２年９月１５日 一部改正 

令和 ８年８月２７日 一部改正 

 

第 1章 総則 

（名称） 

第 1条 この会は、酒米研究会（以下「研究会」という。）と称する。 

（本部） 

第 2条 研究会は、本部を独立行政法人酒類総合研究所に置く。 

（支部） 

第 3条 研究会は、第２章に掲げる事業を遂行するために必要の地に支部を置く。 

第 2章 目的及び事業 

（目的） 

第 4条 研究会は、酒造用原料米（以下「酒米」という。）の醸造適性に関する知見の交換及びデ

ータの収集並びに酒米に関する学術研究の向上発展を図ることを目的とする。 

（事業） 

第 5条 研究会は、前条の目的を達成するために次の事業を行う。 

 一 統一手法による支部を単位とした当該年度における酒米の分析 

 二 酒米の分析法の開発 

 三 酒米に関する講演会の開催 

 四 その他前条の目的を達成するために必要な事業 

第 6 条 第五条一において得られた酒米分析の結果を論文・学会発表など公知を目的とする場合

に使用するための規則は別に定める。 

第 3章 会員 

（種別） 

第 7 条 研究会の会員は、会の目的に賛同して入会した個人及び団体（国及び県の機関並びに民

間において酒造に関し組織された団体をいう。）とする。 

（責務） 

第 8条 研究会の会員は、会の目的を達成するために協力しなければならない。 

（入会） 

第 9 条 研究会に入会しようとするものは、その旨を会長に届け出て会長の承認を受けなければ

ならない。 

（退会） 

第 10条 会員は、研究会を退会する旨を会長に届ければ任意に退会することができる。 

 ２ 会員が、次の号のいずれかに該当するときは退会したものとみなす。 



  （１）本人が死亡したとき 

  （２）所在が確認できなかったとき 

 ３ ２（２）のため退会した場合でも、再入会の申出があった場合には、再入会することがで

きる。 

第 4章 役員 

（役員） 

第 11条 研究会には、次の役員を置く。 

 一 会長  １名 

 二 副会長 １名 

 三 幹事 ５名以上１０名以内（うち常任幹事 1名） 

（役員の選任） 

第 12条 役員は、総会でこれを選任する。 

（役員の職務） 

第 13条 会長は、研究会を代表し、会務を総理する。 

 ２ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故ある時は、その職務を代行する。 

 ３ 常任幹事は、幹事会の決定に基づき日常の業務に従事し、総会の決定した事項を処理する。 

 ４ 幹事は、研究会の重要事項を審議し、その執行にあたる。 

（役員の任期） 

第 14条 役員の任期は２年とし、再任を妨げない。 

 ２ 補欠または増員により選任された役員の任期は、前任者または現任者の残任期間とする。 

 ３ 役員は、その期間満了後でも後任者が就任するまでは、なおその職務を行う。 

 

第 5章 会議 

（会議） 

第 15条 会議は、総会及び幹事会とし、会長が召集し、自らその議長になる。 

 ２ 総会は、会員をもって構成し、幹事会は会長、副会長及び幹事をもって構成する。 

（会議の開催） 

第 16条 会議は、毎年１回開き、臨時の会議は、幹事会が必要と認めた時に会長が召集する。 

（会議の定足数） 

第 17 条 会議は、会員総数の 3 分の１以上の出席がなければ議事を開き議決することができな

い。ただし、当該議事につき議長等に委任した者は、出席者とみなす。 

 ２ 議事については、書面をもって会議に変えることができる。 

（議決） 

第 18条 会議は、会則で別に定めるもののほか、出席者の過半数をもって決し、可否同数のとき

は議長の決するところによる。 

（総会の議決事項） 

第 19条 次の事項は、総会に提出して、その承認を受けなければならない。 

 一 会則の改正 

 二 事業計画及び収支予算 



 三 事業報告及び収支決算 

 四 その他幹事会で必要と認めた事項 

（幹事会の議決事項） 

第 20条 次の事項は、幹事会において審議し、または決定するものとする。 

 一 事業計画等総会に付議すべき事項及び総会の招集に関すること 

 二 総会の議決した事項の執行に関すること 

 三 会務を執行するための計画、組織及び管理の方法 

 四 実施細則等の制定または改廃に関すること 

 五 その他幹事会において必要と認めた事項 

 

第6章 資産及び会計 

（事業年度） 

第 21条 研究会の事業年度は、毎年４月１日に始まり、３月３１日に終わる。 

（資産） 

第 22条 研究会の資産は、研究会の目的に賛同する団体等からの助成及びその他の収入とし、会

費は等分の間これを徴収しない。 

（収支決算） 

第 23条 研究会の予算は、幹事会及び総会の決議によって定め、決算は、事業年度終了後幹事会

及び総会の承認を得なければならない。 

 

第7章 会則の変更 

（会則の変更） 

第 24 条 この会則は、幹事会及び総会において各々の出席者の 3 分の 2 以上の議決を経なけれ

ば変更することができない。 

 

第8章 補則 

（細則） 

第 25条 この会則施行について必要な細則は、幹事会の議決を経て会長が定める。 

 

付則 

この会則は、平成８年５月１６日から施行する。 

 

改訂（平成９年５月１５日（一部改正） 

本会則は、平成９年５月１５日から施行する。 

 

改訂（平成２２年５月２５日（一部改正） 

本会則は、平成２２年５月２５日から施行する。 

 

改訂（平成２８年５月２５日（一部改正） 



本会則は、平成２８年５月２５日から施行する。 

 

改訂（令和２年９月１５日（一部改正） 

本会則は、令和２年９月１５日から施行する。 

 

改訂（令和８年８月２７日（一部改正） 

本会則は、令和８年８月２７日から施行する。 

 

 



酒米研究会細則 

 

第一章 会員 

第１条 会員は、研究会が行う研究会及び講演会等において発表を行うことができる。 

第２条 会員は、その住所、職業、氏名もしくは名称を変更したときは、新旧の事項を記して、

研究会に届け出なければならない。 

 

第二章 支部 

第３条 支部は、必要に応じ都道府県もしくは地域ブロックごとに、会則第５条一項に掲げる酒

米分析に関する事業を行う会員で構成する。 

２ 支部は、構成する会員名を会長へ届け出なければならない。 

第４条 支部の運営は、支部を構成する会員相互の意志により行う。 

 

第三章 講演会等 

第５条 研究会は、毎年１回研究会及び講演会を開いて研究発表を行うほか、必要に応じてシン

ポジウム及び見学会を開催する。 

 

付則 

この細則は、平成９年５月１５日から施行する。 

 


